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研究要旨（高齢者がん患者の外科系治療）  
がん診療連携拠点病院、大学医学・大学院に高齢者がん医療の実際についてアンケートを実

施、解析した。高齢者がん医療 Q&A 外科系治療に関して作成し、パブリックコメントを募

集し、最終案を決定した。 
 
 
A．研究目的 
高齢者がん医療の現状の解析と Q&A 作

成を目的とする。 
 
B．研究方法 
 75歳以上の乳がん患者を100名抽出し、後
ろ向きに調査する。 
調査内容は、合併症の有無と種類。合併症
の重症度。外科手術が合併症への与えた影
響。手術同意のキーパソンと患者との関係。
認知症発症率である。 
（倫理面への配慮） 
院内IRBの承認を得てカルテから抽出する。 
 
C．研究結果 
高齢者がん医療 Q&A の総論を作成し、パ

ブリックコメントを実施し、最終案を決定

した。 
 
D．考察 
 Q&Aから、ガイドラインを作成する必要
があると考られた。作成委員要件を検討す
る。 
 
E．結論 
 高齢者のがん患者の特有の問題点を評価
し、ガイドラインを作成するためのエビデ
ンスを集積する必要がある。 
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